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ギガプライズ 都内に集合住宅を取得、サービス検証スペースとして運用開始

株式会社ギガプライズ（名証セントレックス上場、証券コード：3830、本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：梁瀬 泰孝、

以下「当社」）は、進化するテクノロジーに対応する技術を検証し、当社が提供するサービスの利便性向上を図ることを目的として

集合住宅を都内に取得し、居室の一室をサービス検証スペースとして運用開始いたしました。当社は、自社物件内の本サービス検

証スペースを活用し、今後も快適なインターネット環境およびサービスをご提供するため、新たな付加価値を創出してまいります。

【本件に関するお問い合わせ先】

株式会社ギガプライズ 経営企画室 コーポレートコミュニケーショングループ

TEL：03-5459-8400 Mail：pr@gigaprize.co.jp HP：https://www.gigaprize.co.jp/

テクノロジーの進歩とともに、ライフスタイルが多様化し数多くのサービスが創出されている昨今、新型コロナウイルス感染症拡

大防止策としての外出自粛やテレワークへの移行など、住空間におけるインターネットの利用頻度が増加しております。そのため、

インターネット利便性や回線品質の向上が問われております。

当社は、集合住宅向けISPサービスを提供し、進化するテクノロジーに対応するサービスを開発しております。2019年９月に

ISP業界が長年課題としてきた既存物件へのサービス導入にかかる日程および工事調整などの時間的コストや、管理会社や

ハウスメーカーの設備投資費用などの縮小を実現し、短期間でインターネット接続を可能とする世界初のサービス「SPES」や、

進化するテクノロジーに対応するWi-Fi機器交換が可能なDOC式Wi-Fiアクセスポイント「PWINS」、また、2020年９月に

は、優先ゲート方式の高品質なインターネット接続サービス「GIGA Priority Gate (ギガプライオリティゲート)」や大規模集合

住宅向け専用線型インターネット接続サービス「GIGA Direct Connect (ギガダイレクトコネクト)」を開発し、より快適なイン

ターネット環境を構築するサービスを提供しております。

この度、進化するテクノロジーに対応する技術の検証や当社が提供するサービスの利便性向上を図ることを目的として、集合

住宅を都内に取得し、居室の一室をサービス検証スペースとして運用を開始いたしました。多様化するライフスタイルに合致し

たサービスの検証は勿論、IoT関連機器メーカーや通信キャリア各社との連携強化を図ってまいります。

■集合住宅取得（サービス検証スペース開設）の背景および目的

当社は、創業以来、集合住宅向けISPサービスを中心に、不動産業界向けのトータルITソリューションを提供してまいりまし

た。2017年からは「不動産Techのリーディングカンパニーへ」というビジョンの下、従来の提供サービスに加え、IoTハブ、スマー

トロック等の住まいを取り巻く様々なニーズに合致したサービスを創出し、積極的に事業拡大に取り組んでまいりました。また、

2020年からは持続的成長に向けた新たなビジョン「テクノロジーで不動産事業に新たな付加価値を創造する企業へ」を掲げ

ております。

多様化するニーズ、ライフスタイルに適したインターネット環境やサービスの向上が求められる傾向が益々高まる中、当社がこ

れまで培ってきた確かなネットワーク構築技術力とセキュリティ、新たな技術やアイディアを利用することで、先進的で快適なこれ

からの住環境の提供を目指します。

■実用的で利便性の高い新たなサービスの構築のために

クラウド型防犯カメラ

宅内HUB

■実証中の当社サービスの一例
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●クラウドカメラ

クラウド上に映像を保存するため、スマートフォンやパソコンな

ど様々なデバイスからいつでもリアルタイムに閲覧できるだけで

はなく、過去の映像も自由に遡って確認ができる為、家族や

ペットの見守り、人の出入り状態の通知、録画映像の共有

など多くの要望に応えるオールインワンのサービスです。

■検証スペースへ導入済の当社サービス

●DOC式（脱着式）Wi-Fiアクセスポイント「PWINS（ピーウィンズ）」

https://www.gigaprize.co.jp/pwins/

「PWINS」は従来の壁埋め込み式Wi-Fiアクセスポイントか

ら、Wi-Fi通信を行う無線ユニットを分け脱着式にすることで、

マンションISPサービス業界が課題としてきた、技術革新によ

るWi-Fi規格の変更などによるハードウェア交換時にかかる

入居者との日程調整および工事調整などの時間的コスト、ま

たそれらの調整を行う管理会社やハウスメーカーの設備投資

費用などを大幅に縮小することを可能にしたサービスです。

●既存物件向けISPシステム「SPES（エスピーイーズ）」

https://www.gigaprize.co.jp/service/spes.html

「SPES」はISPサービス業界が長年課題としてきた、既存物

件へのサービス導入にかかる、入居者との日程調整および工

事調整などの時間的コスト、またそれらの調整を行う管理会

社やハウスメーカーの設備投資費用などを縮小し、短期間で

インターネット接続を可能とするサービスです。

●優先ゲート方式の高品質なインターネット接続サービス「GIGA Priority Gate（ギガプライオリティゲート）」

https://www.gigaprize.co.jp/gdc_gpg/

仮想通信路による優先ゲート接続サービス「GIGA Priority

Gate （ギガ プライオリティゲート）」は、NTT東西フレッツ網

(NGN)において、GLBBが保有す技術を活用し、当社が物

件に設置する接続ルータとの間に仮想通信路を確立し、一

般の利用者とは共用しない優先ゲートを通ることで、安定性

が確保された高品質なインターネット環境を提供する接続

サービスです。

株式会社ギガプライズ （名証セントレックス上場、証券コード：3830 ）

設 立 1997年2月

代表取締役社長 梁瀬 泰孝

事 業 内 容 集合住宅向けISP事業、クラウド防犯カメラの展開

不動産賃貸管理システムの開発・販売・保守

不動産事業、社宅管理代行事業、VR住宅展示場

https://www.gigaprize.co.jp/

■ 会社概要
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